
（２）子育てを応援し、だれもが健やかに安心して暮らせる
［健康の増進と福祉の充実］

（単位：千円）

予 算 額

<新><子育て><安心>

産科医等確保支援事業 52,394 　市内の産科医療体制の充実を図るため、新たに分娩取扱機関に

(健康増進課) 対する補助を行う。

<財源構成>

①県支出金 25,806 <内容>

②一般財源 26,588 ・補助単価：10,000円/分娩１件

<新> 　

さいたま市民医療センタ 653,587 　さいたま市民医療センターに対して、運営費の一部を助成す

ー運営費補助事業 る。

(健康増進課)

<制度概要>

・補助対象　収支赤字の１／２

<債務負担行為>

<施設概要>

・診療科目　内科、外科、小児科、脳神経外科、リハビリテーシ

　　　　　　ョン科、整形外科等

・特　　色　・地域医療機関からの紹介患者に対する医療の提供

　　　　　　・24時間体制の第２次小児救急医療の提供

　　　　　　・回復期リハビリテーション機能

　　　　　　・災害拠点病院機能

・病 床 数　340床

事　業　名 摘　　　　　　　　　要

事項 限度額 期間

(仮称)さいたま市民医療
センター運営費補助金

1,000,000
平成21年度から
平成23年度まで
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<新><重要><安心>（再掲 P.81）

新型インフルエンザ対策 686,240 　新型インフルエンザの流行による健康被害から市民を守り、安

事業 全を確保するため、医薬品、資器材の備蓄等を行う。

(健康増進課)

(地域保健課) <内容>

(保健科学課) ・新型インフルエンザ対策会議

(安心安全課) ・図上訓練及び業務継続計画の基礎調査

(救急課) ・市民用抗インフルエンザウイルス薬の備蓄

<財源構成> ・資器材の備蓄

①国庫支出金 4,000 ・感染症情報の収集・分析

②一般財源 682,240

<新>

認知症疾患医療センター 7,726 　認知症高齢者等が地域社会で安心して暮らすことのできる環境

設置事業 づくりのため、認知症疾患医療センターを開設し、医療、福祉、

(高齢福祉課) 介護に関わる地域の関係者との連携体制を構築する。

<財源構成>

①国庫支出金 3,863 <事業概要>

②県支出金 208 　認知症の専門的医療機関としての対応を行うとともに関連機関

③一般財源 3,655 への情報提供、共同研修、連携調整等を行う中心機関となる。

・開設時期　平成21年４月

・開設時間　９時～17時(月～金)

・委託先　　埼玉精神神経センター(中央区本町東６丁目)

<参考>

地域包括支援
センター等

本人

家族等

認知症疾患医療センター

専門性

　高

相談

連携

相
談

支
援

情
報
提

供

確
定
診
断

依
頼

かかりつけ医

もの忘れ相談医

【認知症高齢者等医療相談・支援体制】

確
定
診
断

依
頼

情
報
提

供
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<新>

後期高齢者人間ドック受 8,899 　高齢者の健康維持のため、後期高齢者が人間ドックを受診する

診助成事業 際に受診費用の一部を助成し、受診機会の拡大を図る。

(年金医療課)

<事業概要>

・対象者　　後期高齢者医療制度加入者

・助成額　　15,000円(１人年１回)

<新><重要><子育て>

16,959 　市内在住の障害児が、医療や、その発達を促す訓練、生活の中

園施設整備事業 で、適切な療育を身近な地域で受けられるよう、障害児通園施設

(障害福祉課) を整備する。

<財源構成>

①市債 7,400 <事業計画>

②一般財源  9,559 　平成21年度　基本･実施設計、地質調査･土壌調査

　平成22年度　建設工事

　平成23年度　開園予定

<施設概要>

・建 設 地　見沼区春野２丁目1227-18

・施設形態　児童デイサービス事業

・定　員　　30名

(仮称)春野地区障害児通
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<新><重要><子育て>

発達障害者支援センター 3,519 　発達障害者(児)及びその家族が安心して地域で生活できるよう

整備事業 専門的な相談や支援を行う発達障害者支援センターを設置する。

(障害者総合支援センター)　

<事業概要>

・設置場所　障害者総合支援センター内

　　　　　（中央区鈴谷７丁目５－７）

・職員体制　３名(精神保健福祉士、社会福祉士、臨床心理士)

・運営開始　平成21年10月(予定)

　

<新><重要><子育て>

児童センター整備事業 16,000 　公共施設適正配置方針に基づき、児童センターと老人福祉セン

(子育て企画課） ターの複合施設を整備する。

<事業計画>

・平成20年度　用地取得

・平成21年度　基本・実施設計

・平成22年度　工事着工

・平成23年度　開所予定

<施設概要>

・建設地　　浦和区東仲町20-１

・延床面積　638㎡

・構　　造　鉄筋コンクリート造２階建
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<新><重要><子育て>

(仮称)子ども総合セン 8,164 　子育て支援の充実を図るため、大型児童館機能を含む子育て支

ター整備事業 援機能及び総合相談機能等を備えた(仮称)さいたま市子ども総合

(子育て企画課) センターを整備する。

<施設概要>

・建設地　　浦和区上木崎４丁目58－１ほか（旧大原中学校跡地)

・敷地面積　13,403.82㎡

<事業計画>

　平成21年度　　　基本構想策定

　平成22年度　　　基本計画策定

　平成23年度　　　基本設計・実施設計・解体設計

　平成24～25年度　建設工事

　平成26年度　　　開館予定

<拡大><子育て><安心>（再掲 P.83) 

子ども急患電話相談事業 17,010 　子どもの急病などに対し、適切なアドバイスを行い、保護者の

(健康増進課) 不安解消を図るため、電話相談事業を実施する。

<事業概要>

・相談受付時間　　　　　　　　　　　　　　　

　月～金　　　　　　　　　　17時～翌日９時　

　日・土・祝日及び年末年始　９時～翌日９時　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

32



（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<拡大><重要>

767,750 　特別養護老人ホームを設置する社会福祉法人に対し、施設整備

費補助金 費の一部を助成する。

(高齢福祉課)

<財源構成> <対象施設> 入所定員

①市債 575,800 ・鶴の里(岩槻区増長) 110人

②一般財源   191,950 ・さいたまほほえみの里(岩槻区長宮) 120人

・しらさぎ(岩槻区南下新井)  80人

・ウエルガーデン(北区今羽町) 100人

・さいたましあわせの里(岩槻区裏慈恩寺) 120人

<拡大><重要><子育て>

保育所の新設整備事業 474,300 　保育所待機児童の解消を図るため、民間保育所の施設整備費及

(子育て企画課） び運営費の一部を助成する。

(保育課） <対象施設>

<財源構成> ・新設整備(３施設)

①分担金及び負担金 　　(仮称)くすのき保育園(北区日進町)　　定員60名

35,270 　　(仮称)まきば保育園(見沼区大和田町)　定員60名

②国庫支出金 183,067 　　(仮称)みう保育園(緑区大字下野田)　　定員60名

③市債 44,000 ・新規開設(１施設)

④一般財源 211,963 　　(仮称)ゆめいろ保育園(中央区本町東)　定員90名

・移転・増改築施設(１施設)

　　与野ひなどり保育園(中央区本町西)　　定員60名→90名

特別養護老人ホーム整備
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<拡大><重要><子育て>

地域子育て支援センター 304,060 　子育て情報の提供、育児相談等を行う地域子育て支援センター

整備事業 の充実を図る。

・単独型子育て支援センターの新設

　 (仮称)桜区子育て支援センター(桜区白鍬)

<財源構成> ・保育所併設型子育て支援センターの新設

①国庫支出金 74,263 　（仮称)ゆめいろ保育園(中央区本町東)

②諸収入 630 　 与野ひなどり保育園(中央区本町西)

③一般財源 229,167 ・子育て支援センターさいのこの開設日拡大　週３日→５日

<拡大><子育て>

特別支援学校放課後児童 33,162 　特別支援学校に通学する障害児を対象とした放課後児童クラブ

対策事業 に対し、運営費を助成する。

(子育て支援課)

<拡大>

・障害児１人当たり5,000円/月の加算補助の創設

・放課後児童クラブと同等の職員健康診断補助及び保護者助成

　金の創設

<対象施設>

　わんぱくクラブ(緑区東浦和６丁目)

　風の子クラブ(中央区八王子４丁目)

　春日部はるじおん(春日部市)

　蕨げんきクラブ(蕨市)

　養護学校放課後ケアさくら(川口市)

　対象人数　合計47人

(子育て支援課)

(保育課)

(子育て企画課)
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<拡大><重要><子育て>

放課後児童健全育成事業 1,457,091 　待機児童の解消及び保育環境の改善を図るため、放課後児童ク

(子育て支援課) ラブを整備・運営する。

<財源構成>

①分担金及び負担金 ・民設児童クラブ新規開設等

137,520 　　　新設(４施設)

②使用料及び手数料 　　　　つばさ小(50名)、常盤小(40名)、宮原小(30名)、

4 　　　　鈴谷小(30名)

③国庫支出金 184,094 　　　分離(２施設)

④一般財源 1,135,473 　　　　日進小(30名)、大宮別所小(40名)

・施設整備(１施設)

　　　　指扇北小(70名)

　　　　　延床面積：170㎡

　 　　　　　構　　造：Ｓ造１階建て

　　　　　整備スケジュール　平成20年度設計

　　　　　　　　　　　　　　平成21年度工事

　　　　　　　　　　　　　　平成22年度開設予定

<拡大><子育て>

のびのびルーム事業 27,585 　０～２歳児までの親子を中心とした集いの場として、放課後児

(子育て支援課) 童クラブを午前中、のびのびルームとして開放する。

<財源構成>

①国庫支出金 5,480 ・新規開設　大宮南(大宮区吉敷町)

②一般財源 22,105 　　　　　　蓮沼(見沼区風渡野)

　　　　　　大門(緑区大門)

・既開設 　 31か所

・育成会午前中開放　３か所(土合、南浦和、木崎)
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<拡大><重要><子育て>

児童虐待防止対策事業 81,405 　児童虐待の発生予防から家族の統合に至るまでの切れ目のない

(子育て支援課） 支援を図る。

(児童相談所）

(地域保健課) <事業概要>

<財源構成> ・子ども虐待防止フォーラムの開催

①使用料及び手数料　　9 ・オレンジリボンキャンペーンの実施

②国庫支出金 27,200 ・家族支援、カウンセリング、法律相談体制整備等の実施

③諸収入 1,965 ・一時保護所の管理運営

④一般財源 52,231 ・周産期から虐待発生予防を目的とした支援を行う

<拡大>

・法的対応の強化

　　通常の法律相談に加え重要法的事案対応を追加

<拡大><子育て>

認定こども園整備促進事 7,222 　幼児教育、保育を併せて提供する認定こども園に対して助成を行

業 う。

(保育課)

<内容>

・施設整備補助(補助率１／２)　 　改　修　　600千円/人

　　　　　　　　　　　　　　　　 増改築　1,250千円/人

・運営委託　　　ナーサリールームと同等の委託料
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<拡大><重要><子育て>

事業所内保育施設推進事 18,684 　事業所内保育施設の整備を行う企業に対して支援を行う。

業

(保育課) <内容>

・対象　地域の児童等を受け入れる事業所内保育施設

　　　　(10人未満の整備については地域児童を受け入れなくても

　　　　 補助)

・施設整備補助

　　改修　　　　　300千円/人

　　新設・増改築　625千円/人

・運営委託(地域の受け入れ児童が対象)

　　家庭保育室と同等の委託料

<拡大><重要><子育て> 　

認可外保育施設(ナーサリ 1,168,138 　保育所待機児童の解消と保育の充実を図るため、認可外保育施

ールーム・家庭保育室） 設に助成を行う。

運営事業

(保育課） <内容>

<財源構成> ・ナーサリールーム(０～５歳、20人以上)

①国庫支出金 194 　　31施設 → 37施設

②一般財源 1,167,944 ・家庭保育室(０～３歳、19人以下)

　　52施設 → 54施設

<拡大>

・保育料軽減加算　　　　　　　児童１人当たり２万円/月

・多子減免対象拡大　　　　　　認可保育所と同等に拡大

・家庭保育室対象年齢の拡大　　２歳児まで→３歳児まで
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

　　

<拡大><重要><子育て>

病児保育事業 34,755 　医療機関の保育室で、病気中又は病気回復期の児童の一時保育

(保育課) を行う。

<財源構成>

①国庫支出金 8,480 <内容>

②諸収入 2,229 ・病児保育保険料

③一般財源 24,046 ・病児保育事業運営業務委託料

・利用連絡書発行手数料補助金

<事業概要>

・実施医療機関

　　病児保育室あすなろ(中里小児科・見沼区、定員４名)

　　病児保育室こりすの家(西部総合病院・桜区、定員４名)

　　病児保育室キッズカサイ(かさい医院・浦和区、定員４名)

・実施時間　　午前８時～午後６時

・対 象 者　　市内の保育所に通所中の児童

・利用者負担　１日2,000円

　　　　　　　所得税非課税世帯　1,000円

　　　　　　　市民税非課税世帯・生活保護世帯　無料

<実績>

<拡大><重要><子育て>

妊婦健康診査事業 919,993 　健やかに子どもを生み育てるための支援の一環として、公費負

(保健総務課) 担による妊婦健康診査回数を拡大する。

<財源構成>

①県支出金 148,500 <拡大>

②一般財源 771,493 ・公費負担回数　５回　→　14回

・超音波検査　35歳以上１回　→　全年齢４回

病児保育室利用件数

平成18年度 平成19年度
平成20年度
(10月末時点)

あすなろ 557 466 300

こりすの家 436 476 240

キッズカサイ － 277 206
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<重要><安心>（再掲 P.84）

ＡＥＤ民間施設普及促進 10,950 　民間児童施設等のＡＥＤ整備を促進するため補助を行う。

事業

(健康増進課) <制度概要>

・対象施設　　児童福祉施設、老人福祉施設等

・補 助 率　　購入費用の１／２(上限15万円)

・期　　間　　平成20～21年度の２か年

・さいたま市ＡＥＤ設置台数　662台(20年度末見込)

<子育て>

子どもの精神保健相談室 2,554 　子ども(小学生から中学生まで)の心の諸問題の相談窓口として

運営事業 専門的取組を行う。

(こころの健康センター)

<財源構成> <相談体制>

①国庫支出金 356 ・方法　電話相談(火・金曜日)

②一般財源 2,198 　　　　面接指導(月・水・木曜日)

・開設時間　８時30分～17時15分

・職員体制　医師１名、心理士１名、保健師１名

<実績>

　平成19年度実績(平成19年7月～平成20年3月)

・電話相談　　　　269件

・来所・継続相談　375件

<子育て>

特定不妊治療費助成事業 120,000 　次世代育成支援の一環として、特定不妊治療費の助成を行う。

(地域保健課）

<財源構成> <事業概要>

①国庫支出金 60,000 ・助 成 額　１回の治療に10万円を限度に２回まで

②一般財源 60,000 　　　　　　（年度限度額 20万円）

・助成対象　体外受精、顕微授精

・助成期間　通算５年間

<実績>

　平成19年度実績　827件
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

　

産婦・新生児訪問指導 17,755 　生後60日以内の乳児のいる家庭を訪問し、保健指導、子育ての

(保健総務課) 相談などを行う。

<事業概要>

・対象　生後60日以内の乳児のいる家庭のうち希望する家庭

約3,300件／年

・訪問時の支援　身長・体重測定、母親・新生児の健康チェック

　　　　　　　や保健指導、育児相談等

<子育て>

親子教室の実施 3,215 　子どもの発達の助長や保護者の不安を軽減するため、親子教室

(保健総務課) を実施する。

<事業概要>

・対象者　言葉の遅れや発達の遅れなどが見られる幼児

　　　　　(主に２～３歳児)

・場　所　各区保健センターで開催

　　　　　月１～２回

<子育て>

子ども虐待予防家庭訪問 2,810 　子育て不安や養育上の問題を抱える家庭に対し、保健師等によ

事業 る継続的な家庭訪問を行う。

(保健総務課)

<実績>

・平成19年度　訪問世帯実数　　　61件

　　　　　　　訪問世帯延べ数　 231件
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<重要>（再掲 P.98）

シルバーバンクの運営 18,779 　団塊の世代の活動を支援するため、シルバーバンクを運営する。

(高齢福祉課)

<財源構成> <登録状況>

①諸収入 639

②一般財源 18,140

　開設場所：コムナーレ９階（シルバーバンク事務所）

　

<子育て><安心>

207,250 　障害者の相談支援を行う障害者生活支援センターを運営する。

事業

(障害福祉課) ・設置数　15か所

<設置状況>

　拠点型　障害者総合支援センター内　１施設

　知的、身障、精神対応型　６施設

　知的、身障対応型　４施設

　精神対応型　４施設

　(全区配置完了)

グループホーム・生活ホ 234,788 　障害者の地域生活への移行先の受け皿となるグループホーム等

ーム補助事業 の運営を支援する。

(障害福祉課)

<財源構成> <内容>

①国庫支出金 53,138 ・生活ホーム補助金

②県支出金 26,569 ・介護給付(ケアホーム)

③一般財源 155,081 ・訓練等給付(グループホーム)

・グループホーム等設置促進補助事業

障害者生活支援センター

種類 登録数

シニアパワー人材バンク 100人

シニアボランティアバンク 50団体

シニア指導者人材バンク 65人

企業等ＯＢ人材バンク 25人

　　　　　 　　　(平成20年度末見込み)
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<重要><子育て>

障害福祉サービス安定化 28,670 　障害者自立支援法に基づく各種支援事業の利用促進及び施設運

事業(市単独) 営の安定化を図るため、利用者等への負担軽減措置を講じる。

(障害福祉課)

<事業概要>

・サービス利用者の負担軽減

　　負担額の１／２を助成

・施設運営の安定化支援

　　法施行前月の報酬との差額の１／２を補助

75,324 　障害者が地域で安心して自立した生活を営むことができるよう

障害者の就労支援等を行う。

<財源構成>

①国庫支出金 4,542 <事業概要>

②諸収入 1,631

③一般財源 69,151

<実績>

　平成20年度

　　新規登録者数 162名

　　就職決定者　　46名（平成20年12月末現在）

障害者就労支援事業

(障害者総合支援センター)

障害者 支援係

職場体験実習・職業訓練

就　労

雇用創出コーディネーター

事 業 所

障害者向けトレーニング
(トレーニングコーチ)

ジョブコーチ派遣

相 談 職場開拓

調 整
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<重要><子育て>

子育て支援医療費助成事 1,996,200 　子育て支援の充実を図るため、乳幼児・児童の医療費の一部負

業 担金等を助成する。

(年金医療課)

<財源構成> <医療費助成>

①諸収入 5,082 ・通院　０歳～小学校就学前

②一般財源 1,991,118 ・入院　０歳～中学校卒業前

・公費負担医療制度実施(受診手続の簡略化)

<重要><子育て>

ハローエンゼル訪問事業 23,913 　乳児(生後４か月まで)の健全な育成を支援するため、家庭を

(子育て支援課) 訪問し、子育ての情報提供や相談などを行う。

<財源構成>

①国庫支出金 18,993 <事業概要>

②一般財源 4,920 ・対象　生後４か月までの乳児のいる全家庭　　約6,500件／年

・訪問員　民生委員・児童委員等　約70人

<子育て>

子どもショートステイ事 192 　保護者の家庭における養育が一時的に困難となった乳児・児童

業 を短期間預かる子どもショートステイ事業を実施する。

(子育て支援課)

<財源構成> <事業概要>

①国庫支出金 95 ・委託施設　いわつき乳児院、児童養護施設いわつき 等

②一般財源 97 ・利用期間　原則として７日以内　

・利用料金　5,350円／日(２歳未満児・一般世帯の場合)

（産婦・新生児訪問指導と合わせて全戸訪問）
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<重要><子育て>

子育てヘルパー派遣事業 849 　体調不良で、日中に家事や育児の手伝いをしてくれる人がいな

(子育て支援課） い家庭にホームヘルパーを派遣し、家事･育児の援助を行う。

<財源構成>

①国庫支出金 546 <事業概要>

②一般財源 303 ・対 象 者　妊娠中及び小学校６年生までの児童を養育する世帯

・利用時間　午前８時～午後６時

・利 用 料　生活保護世帯　　　　無料

　　　　　　市民税非課税世帯等　500円／１時間

　　　　　　その他の世帯　　　1,000円／１時間

・委 託 先　(財)さいたま市在宅ケアサービス公社

　　　　　　

<子育て>

高等技能訓練促進費等事 16,718 　母子家庭の自立促進を目的に高等技能訓練促進費等を助成する。

業

(子育て支援課） <事業概要>

<財源構成> ・取得資格の対象　

①国庫支出金 12,538 　　介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士、看護師、

②一般財源 4,180 　　准看護師、歯科衛生士　　

・助成額　　訓練促進費　月103,000円限度

　　　　　　一時金　　　　 50,000円限度 

<重要><子育て>

放課後子ども教室推進事 23,387 　児童の健全育成を目的に、放課後子ども教室を実施する。

業

(子育て支援課) <事業概要>

<財源構成> ・実施箇所　20か所

①国庫支出金 7,795 ・対 象 者　登録した全児童　　

②一般財源 15,592 ・活動内容　遊び、スポーツ、地域交流、学習サポート等

・実施場所　小学校・公民館等
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<重要><子育て>

私立幼稚園預かり保育事 91,590 　預かり保育事業を実施する私立幼稚園に対して支援を行う。

業

(保育課) <事業概要>

・通常預かり保育

　　正規の教育時間の前後に１日２時間園児を預かる

・長時間預かり保育

　　通常預かり保育を超えて園児を預かる

・夏季・冬季・春季長期休園日預かり保育

　　夏季・冬季・春季休園日に１日８時間以上園児を預かる

・休園日預かり保育

　　土日祝祭日等の休園日に１日８時間以上園児を預かる

・預かり保育推進加算金

　　預かり保育４時間以上、夏季長期休園日26日以上、冬季・春

　　季休園日預かり保育を実施した場合１施設50万円加算する

<参考>

私立幼稚園運営費補助事 132,850 　私立幼稚園に対し運営費の一部を助成する。

業

(保育課) <事業概要>

・目　的　教育条件の維持、向上等

・補助額　園児数１～100人　1,200,000円

　　　　　　　　101～200人 1,250,000円

　　　　　　　　201人以上　1,300,000円

平成20年度預かり保育実施状況　　　(平成20年12月末現在)

通常預かり保育 夏季預かり保育

実施園数 67 31

利用者数 997 553

１園平均利用者数 15 18
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<子育て>

トワイライトステイ事業 4,500 　夕方から夜間まで小学校３年生以下の児童の一時預かりを実施

(保育課) する民間保育所に対して助成を行う。

<財源構成>

①国庫支出金 48 <対象施設>

②一般財源 4,452 ・名　　称　武蔵浦和Ｊキッズステーション

・定　　員　10人程度

・対　　象　市内在住で１歳以上小学校３年生まで

・利用時間　平日午後５時～午後10時

<子育て> (再掲 P.59)

24時間いじめ相談窓口 23,111 　児童生徒の心の悩みに対応する24時間電話相談を実施する。

(指導２課)

<財源構成> 　実施場所：岸町教育相談室(浦和区岸町６丁目)

①国庫支出金 7,703 <実績>

②一般財源 15,408 ・相談件数　　　246件　(平成20年４月～12月末現在)

<子育て> (再掲 P.59)

教育相談推進事業 4,491 　知的障害、情緒障害や聴覚・言語に障害のある児童・生徒の発

(指導２課) 達相談及び就学相談を専門に行う。

　実施場所：特別支援教育相談センター(西区三橋６丁目)

<実績>

・相談件数(平成20年４月～12月末現在)

　　発達相談　　　2,397件　　就学相談　1,883件

　　グループ相談　　168件　 　 合計　  4,448件
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（単位：千円）

予 算 額事　業　名 摘　　　　　　　　　要

<国民健康保険事業特別会計>

<重要>

特定健診・特定保健指導 1,156,382 　生活習慣病の予防を図るため、特定健診・特定保健指導を実施

事業 する。

(国民健康保険課)

(保健総務課) <事業概要>

<財源構成> ・対 象 者　40歳以上の国民健康保険加入者

①国庫支出金 153,439 ・特定健診　問診、計測、診察、脂質、肝機能、代謝系、尿・腎

②県支出金 146,423 　　　　　　機能、血液一般 等

③一般財源 856,520 ・特定保健指導

　　特定健診の結果　　発症リスク中→動機付け支援

　　　　　　　　　　　発症リスク大→積極的支援

　　・動機付け支援　面接、各自の取組、実績評価

　　・積極的支援　　面接、運動教室、食生活改善教室、

　　　　　　　　　　支援レター等、実績評価

<介護保険事業特別会計>

介護保険事業 7,642,892 　介護保険法に基づき、３年に１度の保険料の改定を行う。

(介護保険課)

<介護保険料の改定>

・引上率　平均　2.4％

・引上額　平均　 94円(月額)

<一般会計繰出金>

・基準内繰出し(法等の定めによる繰出し) 6,079,931

・基準外繰出し(財源補てん) 1,562,961

47


